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ご近所でこんなことありませんか？



ニャー、ニャー・・・

そもそも地域の猫問題とは



そもそも地域の猫問題とは
とある地域で猫の生息数が増える↑ 猫による糞尿、鳴き声、爪とぎによる被害

エサやりさん（猫ボランティア）と被害住民との感情対立

住民、ボランティア、エサやりさん、行政との相互不信

この間にも猫は増え、地域の状況はますます悪化する…

どの立場の方でも外猫（野良猫）が
多くなりすぎることは良くないと思っているはずなのに・・・



野良猫問題を合理的に減らす方法について

考えてみませんか？

（猫の習性を利用【理解】するんです！）



野良猫の習性
～４つのポイント～



１．テリトリーを持つ

ねこの行動範囲（テリトリー）

オスは半径最大４００ｍ
メスは半径５０ｍぐらい
屋内の猫は家がテリトリー

主な生活圏は１００ｍ以内
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テリトリー（普段自分がいる場所）以外の

場所では、とっても不安！！

とにかく隠れたい!!

☞猫がその場に居続ける理由は自分のテリトリーが

安全だから。エサ場がなくなっても

餓死するまで居続けます。（テリトリー内でごみ箱荒らす）
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自分のテリトリーを
巡回することが仕事
何よりも縄張りが大事
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朝と夕方を中心に活動しています
昼間は寝ています。

猫は縄張り意識が強い＝自分の居場所を必死に守ろうとする



２．外猫（野良猫）の寿命

約５年です
（室内飼い猫は約16～19年）
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猫同士の感染症や縄張り争いによる
外傷や交通事故等が原因です。



３．猫の繁殖力

年約２回（場合によっては３回）
出産します！
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１回に生まれる子猫は４～５匹
１組のペアから15頭、子どもも大人になり
さらに出産、計30頭超えることも



餌が不足し始めると生きもの本来の
生存本能が働き、繁殖力が増す！
繁殖力の強い個体が生き残り個体数が
減っていかない。
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エサやり自体を規制する法律はない



４．食事の習性

公園 畑

13

餌

餌

餌

①

③

②

①エサ置き１８:００
猫が食べたら餌片づける
猫は時間通りに来る

②エサ置き18:00
片づけは翌朝7:00
猫は気まぐれに自由
に来る

③エサ置き22:00
猫が食べたら餌片づける
猫は時間通りに来る

住宅地の野良猫は、複数のエサ場を巡回し、毎日同じ時
間に給餌すると、その時間に来るようになる

寝
床

出
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現在の法律、条例では…

（猫の飼養）
第8条 猫の飼い主は、疾病の感染の防止、不慮の事故の防止等猫の健康及び

安全の保持並びに周辺の生活環境の保全の観点から、その所有し、又は占有す
る猫の屋内飼養に努めなければならない

長野県動物愛護及び管理に関する条例

家庭動物等の飼養及び保管に関する基準
（最終改正令和2年環境省告示第21号）

（猫の飼養及び管理に関する基準より抜粋）

２． 猫の所有者は・・・屋内飼養に努めること。屋内飼養以外の方法により飼養す
る場合にあっては・・・鳴き声等の騒音、糞尿の放置等により周辺地域の住民の日
常生活に著しい支障を及ぼすことのないように努めること。



野良猫（外猫）はどうしたら…

家庭動物等の飼養及び保管に関する基準
（最終改正令和2年環境省告示第21号）

（猫の飼養及び管理に関する基準より抜粋）
６． 飼い主のいない猫を管理する場合には不妊去勢手術を施
して周辺住民の十分な理解の下に給餌及び給水、排せつ物の
適正な処理等を行う地域猫対策など、周辺の生活環境及び引き
取り数の削減に配慮した管理を実施するように努めること。

環境省は「飼い主のいない猫への適切な給餌」について記載
⇒⇒⇒「飼い主のいない猫にエサやりをすると飼い主になる」は誤り



野良猫問題を合理的に減らす方法

（千曲ねこの会HPより抜粋）

さらに地域の皆さんの理解のもとで適切な給餌、排せつ物の処理（猫トイレ）を
行い管理していくことを地域猫活動といいます。



捕獲、搬送、管理は誰がやるの？

手術費用の問題は？



それぞれの立場の役割（一例）
地域住民

• 地域の皆さんが地域猫活動を理解することが何より大事

ボランティア

• 捕獲手術の実行部隊（※）

• 地域住民のお手伝い的存在

• エサやりさんとの関係作り
※助成金だけではできない。地域からの寄付も必要！

行政（役場、保健所）

• 不妊去勢手術費用の助成

• チラシ、回覧で「地域猫活動（環境美化活動）をお勧めしてい
ます」と広報

• （活動に公共性を担保することで地域理解得やすい）

協力関係



⾧野県（行政）の立場

外猫（地域猫）の適切な管理について推奨しています。



千曲市の取り組み（補助金制度）



上山田温泉地区の場合

• 自治会による回覧（複数回）

• 手術費用は自治会が負担（千曲市助成金使用）

• 捕獲、術後のリリースは千曲ねこの会と地域住民が協働

• 2020年7月から2021年3月まで計4回手術実施

（オス36頭、メス28頭）

• 自治会、育成会、旅館組合の当番制で捕獲、リリース、
捕獲檻の洗浄等のお手伝い

（土日の資源回収のような雰囲気）

• 2020年3月に温泉地区自治会連合会（区長会）にて勉強
会実施









貼り紙（例）



取り組みの効果（上山田の場合）

1. 地区内が静かになった
（夜、鳴き声が聞こえなくなった）

2．交通事故死する猫の数が減った

４．手術した（耳カットのある）猫の気性が
穏やかになった

３．地域の猫に関する苦情が減った



猫問題を解決するためには

1. 全頭不妊去勢手術をする

2. 猫の全数把握に努める

3. 定時定点給餌、猫トイレの設置

4. 活動開始前、活動中、終了時の経過の見える化

１．手術は必須です。
２．エサやりさんの協力なくして猫の把握は困難です（猫問題の解決ができない）
３．地域の協力理解、エサやりさんの協力で日常の管理が必要です
４．手術進行状況、猫の数など、地域の方の理解の上で進んでいることをアピー
ルする（行政、地域の方の理解協力のもと回覧をまわす）

オスも！



定時定点給餌が大事な訳
知っとくべき猫の習性

• 縄張り意識が強い

⇒自分のエサ場や生活圏を守ろうとする

⇒つまり生活圏の外（他地域）から新たな猫の流入を防

いでくれる

※エサの放置をすると元々いる猫達が満腹で離れている

隙を狙って他地域の猫が食べて定住してしまう。

1.猫の全数把握が容易になる
2.猫のエサ場付近で捕獲が容易になる

※給餌は管理している猫が食事を終えたら残渣を必ず片づける事！
給餌時間が定まると管理している猫は必ずその時間に来るように
なります。



猫の糞尿被害を受けている住民の
方のフォローも必要です！

 一時的ではありますが、超音波式猫被害軽減機や園芸用
猫忌避マットは効果があります。

 貸し出しをしている自治体もあります。

（保健所、市役所で貸し出し中） 園芸用猫忌避マット

2年間は効果あり
狭い場所で敷き詰めると
絶対さけて通る



管理できれば5年で猫は激減します！

トイレが管理されるようになれば

糞害は目に見えて減少します！

（演者自宅で経験済み）



演者宅周辺の調査

公園 畑

演

飼

被

被被

昔 昔

昔

飼い主判明飼い主不明

推定15歳避妊済み♀

玄関ホール内に置きエサ

エサの物色
判明

Ｎ
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猫トイレ未設置



糞害追加調査

公園 畑

演

飼

被

被被

昔 昔

昔

飼い主判明

赤枠：モニタリング調査実施家庭

調査期間：平成30年5月13日～6月2日（21日間） 飼い主：猫トイレの確認、掃除

32

屋内外にトイレ設置



カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
5/13 5/14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 6/1 6/2

排尿 排尿

排尿

排尿

猫が演者宅庭を通過した日数：計7日間

被害宅が糞を確認、片づけた日 飼い主が猫トイレを片づけた日
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キツネ侵入

猫の糞害は、放置エサ（置きエサの放置）を止めて、決まった時間に給餌するよう徹底。
糞害はエサ場の近くに猫トイレ設置し清潔を保つことで抑えることが可能！



捕獲器設置の落とし穴

エサやりさんの協力ない場合（例）

公園 畑

34

餌

餌

餌
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捕獲

捕獲



• 何頭かは捕獲できるが全頭捕獲することは不可能
• 事前通知しないで間違って飼い猫を捕獲すれば
窃盗罪に問われる可能性も

• 全頭捕獲できないので、繁殖は繰り返され
半永久的に捕獲し続けることに

• 地域から猫による環境問題は一切解決できない
• 過激な動物愛護団体に知られれば、大挙して地域に
来ることも

捕獲器設置の落とし穴

エサやりさんの協力ない場合（例）



多頭飼育問題

（環境省パンフレットより抜粋）



「エサをやるなら家で飼え」
の落とし穴

• 多頭飼いになり、経済的に苦しくなる、ひと
りで沢山の猫を抱え、不妊化手術が進まず、
家の中で繁殖し続ける・・。

• 結果、多頭飼育崩壊になり、近隣を巻き込む
悲劇につながる。（ゴミ、死骸、悪臭…）

• 猫の習性上、外で生活していた個体は縄張り
確認のため、なんとかして外に出たがる

そもそも飼うか飼わないかはその人の判断によるもの、「家の中で飼っ
てください」と○○から言われたんです・・・。責任を追及される恐れも



• もともと管理ができていない人に押し付けても問題は一
向に解決しない。

• 多頭飼育者は地域から孤立している場合が多い
• 生活保護世帯、独居の高齢者、精神疾患など

猫問題が環境問題だけでなく、地域の治安に関わる問題に
発展することさえ起こりうる。
例：動物虐待、住民同士の傷害事件

孤立させない＝地域社会とつながりが必要
⇒問題が解決が早まり、地域の安心、安全につながる

「エサをやるなら家で飼え」
の落とし穴②



解決するために

• 飼い主の孤立化の解消（社会とのつながりが大切）
（コミュニケーションが取れなければ解決に向かわない）

• 不妊化手術（自治体の手術補助は必須）
• 様々なセーフティーネットを活用

近隣住民、行政（保健所、市町村福祉課、生活環境課）、社会福祉協議会、
民生委員、ボランティア、獣医師

キーパーソン



①人、動物、地域に向き合う多頭飼育対策ガイドライン
～社会福祉と動物愛護管理の多機関連携に向けて～

②社会福祉法改正による新たな事業の創設

• 多機関と連携する必要を示した国のガイドライン
• 人と動物の共生する社会の実現を目指す

• 地域住民が抱える複雑化、複合化した問題（子ども、障がい、
高齢、生活困窮）を属性を問わず支援していく取り組み

• 「地域共生社会」の実現に向けて人と人のつながりを育む
• 希望する自治体が事業を実施（国庫負担あり）

相互に補うことのできる枠組み
（それぞれの立場でできることを出し合うように国が後押し）



千曲市のクラウドファンディング

手術助成金や普及啓発の基金となります。
寄付金から2000円を除いた分が所得税、住民税から控除されます。



私が願うこと
住民の皆さんが平穏な生活ができること

それは、近所の皆さんがコミュニケーションが取れて

充実した生活、この○○地区で生活して幸せだと感じら

れること。猫問題解決に向けた皆さん一人一人のわずか

な心遣い（見守りだけでも十分です！）で誰一人欠ける

ことなく実現できると信じています。


